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申請者 静岡県静岡市 初回採択回 2024年度 第２回募集

事業計画期間 2024-2026年度 期間中の総事業費
(カッコ内は2024年度事業費)

2億 876万円（6,888万円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 観光分野

目的（効果）

•静岡市は全国と比較し、１人当たりの旅行単価が低い状況にある。
•市内観光消費額の最大化に向けて「１人あたり旅行単価の向上」と「インバウンドを含む客数の増加」を図るため、
静岡市の特性を生かした「体験コンテンツの充実」を目指す。

•体験コンテンツの充実に向けては市内観光事業者への商品造成支援とブランディングによる販売強化を実施する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳は
2024年度事業費

■体験コンテンツの造成支援（企画・開発、ブラッシュアップ、事業者間連携）
○キックオフセミナー 580万円
・現状認識、将来像など共有し、事業への幅広い参画を促す。
○商品造成ワークショップ 1,260万円
・専門家を招聘し、体験コンテンツの造成に必要な知識の習得や自己分析等を行う。
○個別事業者への伴走支援 3,920万円
・重点支援事業者が体験コンテンツを造成するにあたっては、伴走支援体制を整え、個別の
状況に応じた的確な助言や活動支援を行う。

■体験コンテンツ販売強化事業（ブランディング）
○プロモーション体制の整備 780万円
・造成したコンテンツを活かした次年度以降の本格的なプロモーションに向けて、ブランドコンセ
プトやモデルコースの企画・開発、WEB状の情報導線の再設計などの体制を整える。
○ＢｔｏＢセールスの実施 348千円
・販路開拓や商品ブラッシュアップのため、エージェントファムトリップや商談会を実施する。

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累
計」の目標値

①地域における観光消費額 （＋450億円）
②外国人延べ宿泊者数（＋5万人）
③１人あたり観光消費額（＋9000円）
④“感動体験”の体験者数（＋2万3千人）

関連
URL

（交付金の具体的使途・実施体制・効果検証）
https://www.city.shizuoka.lg.jp
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・国内船社、海外船社日本支店
・海外船社販売総代理店
・ランドオペレーター（旅行会社）
への訪問

・国内外船社、ランドオペレーターの
キーマンを招請して、港湾機能や周辺の
観光地等の魅力をＰＲ

・船社が講師となるセミナー参加
・船社等が集まるイベントでのブース出展
・国際クルーズ見本市への出展

・海外船社の集積するアメリカへ直接訪問
・船社の現況把握、配船動向等最新情報ヒアリング
・港や観光の最新情報提供
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目指す姿：「江戸時代の庶民の旅が追体験できるまち」
⇒江戸時代の旅人が感じた「わくわく感」を味わえるまち
・「東海道五十三次」の浮世絵と同じ景色を味わえる
・「東海道中膝栗毛」に描かれたような旅のグルメ（美味しい名物など）
が味わえ、地元の人の人情に触れ、交流ができる

宿場を担う
魅力的な人づくり

ヒ
ト

旅のしかけづくり

コ
ト

美味しいモノ・買
いたいモノづくり

モ
ノ

ターゲットを定め
た情報発信

情
報

旅の舞台・2峠8宿
の一体感づくり

場

■人材育成 ■普及啓発 ■情報発信 ■活用整備

（個人旅行者をターゲットとし、弥次喜多・二人旅を意識した具体的な事業の組み立て）

ひとづくり みちづくり旅のわくわくを提供できる
地域の「ヒト」を増やす

旅のわくわくと出会える
仕掛けを造成

×

創出

郷土愛の醸成 ２峠８宿のブランドの確立
地域経済の
活性化



ヒ
ト

宿場を担う魅力的な人づくり

コ
ト

旅のしかけづくり

モ
ノ

美味しいモノ・買いたいモノづくり

情
報

ターゲットを定めた情報発信

場
旅の舞台・2峠8宿の一体感づくり

「駿州の旅」のストーリーの魅力に
触れることができる

国内及びインバウンド向け周遊ツアー等の
旅行商品を造成・販売
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2024.5時点 2024.11時点 増加額

基本設計完了(2024.1) 2024.5時点 増加額
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第４次 静岡市総合計画⑤文化・スポーツ分野より抜粋

静岡市文化財保存活用計画より抜粋





名勝

関連文化財群

文化財保存活用区域

【蒲原地域】

旧和泉屋（お休み処）

蒲原地区のワークショップの様子



文化財の保存・活用の方向性



109

文化財の保存・活用の方向性と役割



1991年に駿府公園基本計画・基本設計を策定、2005年の再評価を経て、歴史遺産の保存・再整備を念頭に置きながら公園としての魅力を高める整備を実施して
きた。計画策定から30年が経過したが、これからはさらに時代の動向を踏まえ、歴史ある駿府城の魅力を最大限に引き出し、その価値を活かして観光客をお迎え
する。また、市民が日常的に楽しめる空間、イベントを開催しやすい空間にも配慮しながら、災害時の広域避難地としての役割も果たしていく。

現在の駿府城公園周辺

葵小学校
中央体育館

市民文化会館

静岡県庁

静岡病院

附属小・中

静岡地裁

歴史博物館

配置図

慶⾧時代

天正時代

発掘状況 整備前 整備後のイメージ

駿府城跡天守台野外展示施設

天守台野外展示
管理・ガイダンス施設

天正時代・慶⾧時代の天守台を保全整備します！
異なる２つの時代の天守台を同じ場所で
見られるのは全国でも珍しい事例です！

野外展示への理解を深めるVRシアターのほか、
展示室や管理施設を整備します。

訪れていただいた方が、歴史を楽しく体感し、
歴史散策を楽しめるよう、デジタル技術を用いて
高精細な天守のVR・AR映像を制作・活用します!!

本丸広場
以前より広く、快適な空間にするため、下記の整備
を予定しています。

◎内堀の発掘土を沈床園に移し、芝生広場を整備
◎過密な植栽環境を改善し、利用者の安全を確保
するため、支障木や枯損木を整理し、健全な樹木
を育成

◎中央部の園路は現在の丸い形状を改め、家康公が
築いた本丸堀(内堀)のラインを踏まえた直線的な
形状とし、歴史的景観を再現

現在の園路は、歴史を
感じられない丸い形状…

城跡を意識した角ばった園路にし、
広場の使い勝手が向上します！

紅葉山庭園茶室紅葉山庭園茶室
茶室での料理提供が可能になるよう、
調理場を整備しました！
日本建築の伝統美を感じる数寄屋造りの
茶室を食事会や会議・研修などにご利用
いただけます♪

BEFORE
AFTER

24席のレイアウト
▼40席まで配置可能

沈床園
芝生広場











［出典］静岡市住民基本台帳（外国人）
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